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ガバナーメッセージ
「青少年奉仕月間」

５月は、青少年奉仕月間（Youth Service Month）です。
ロータリーの「青少年奉仕」とは、ロータリー が掲げる「5大奉仕部門」の一つで、若い世代

の成長・教育・リーダーシップ育成を支援する活動を指します。
奉仕の対象としての青少年という考え方もあると思います。インターアクト、RYLA、青少年

交換の青少年プログラム、加えて、ローターアクトや米山奨学も広く見れば青少年奉仕と言える
でしょう。

なぜ、青少年奉仕は重要なのでしょうか。
青少年奉仕は、単なるボランティア活動ではなく、未来のリーダーを育て、社会全体をより良

くする投資とされています。ロータリーの理念である「超我の奉仕（Service Above Self）」を
次世代に引き継ぐ役割も担っているからだえると言えるでしょう。

ロータリーの青少年奉仕は、次の 3つの柱で成り立っています。
① 機会の提供：若者に「経験の場」を与える
② 指導と伴走：ロータリアン（大人）がメンターとして支援
③ 自主性の尊重：主役はあくまで若者（“やらせる ”ではなく “任せる ”）
そして、ロータリーの青少年プログラムは、世界中で評価を得ています。その理由は明確です。
・学校教育では得にくい「実社会経験」がある
・国際ネットワークがある
・継続的に成長できる仕組み、制度設計がなされている
ことがあげられると考えます。

青少年奉仕に対しての誤解もあるかもしれません。
・「ボランティアだけの活動」　→ 実際は人材育成プログラム
・「大人主導」　→ 若者主体が原則
・「一度きりの体験」　→ 長期的な成長プロセス

青少年奉仕の本質は、「若者に経験・責任・挑戦を与え、社会を担う人材を育てる仕組み」であり、
国際ロータリーが若者に期待しているのは、単なる「参加」ではなく、将来の社会を担う “行動
するリーダー ”になることです。それは、経験を通じて育つものとして考えられています。

具体的に、ロータリーが若者に求めるものは、
・ 自ら考え、行動する力
・ 他者のために行動する姿勢
・ 多様性を受け入れる力
・ 失敗から学び続ける姿勢
・ 将来、社会に影響を与える存在になること
そして、最終的に期待するものは、
・地域で信頼される人材
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・社会課題に向き合うリーダー
・次世代を育てる側になる
だと思います。

青少年を対象とした奉仕事業として、奨学金や物品の寄贈など様々な取り組みがなされています。
青少年プログラムとあわせて、それらをロータリーから提供され、経験した若者が、次の若者

へのサポートをする側、サポートできる人材へ成長することを願って、私たちは青少年に対する
働きかけを続けていきましょう。

青少年奉仕月間 リソースのご案内（Youth Service Month）

〈 RI ページ 〉＊タイトルにリンクが設定されていますのでクリックしてリンク先ご参照下さい。
　◆	青少年プログラム　
	 https://www.rotary.org/ja/our-programs/youth-programs

	 ロータリーは、次世代のリーダーを育てることの大切さを信じています。私たちのプログラ
ムは、教育の機会を広げ、若い世代のリーダーがリーダーシップのスキルを身につけ、奉仕
の価値観を学べるよう応援します。

　◆	 インターアクトクラブ　https://www.rotary.org/ja/get-involved/interact-clubs
インターアクトクラブでは、12～ 18 歳の中学・高校生が、地元でのボランティア活動や海
外のインターアクト会員（通称「インターアクター」）との交流を通じて視野を広げ、国際
感覚を養っています。

　◆	 ロータリー青少年指導者養成プログラム（RYLA）
　	 https://www.rotary.org/ja/our-programs/rotary-youth-leadership-awards

	 リーダーシップを発揮したい、自分の可能性を広げたい、世界を変えたい……。
	 そんな考えを実現するための第一歩となるのが、「ロータリー青少年指導者養成プログラム
（RYLA）」です。ロータリークラブまたは地区が実施するこのプログラムで、若い人たちが
新しい友人をつくり、楽しみながらリーダーシップのスキルを磨いています。

　◆	ロータリー青少年交換　https://www.rotary.org/ja/our-programs/youth-exchanges
	 世界 100 カ国以上で実施されているロータリー青少年交換は、ロータリークラブによる支
援の下、15～ 19 歳の学生が海外に滞在し、言語や文化を学びながら、海外に友人をつくり、
世界市民としての自覚を養うことのできるプログラムです。

　◆	青少年の保護
	 https://my.rotary.org/ja/learning-reference/learn-topic/youth-protection

	 ロータリーは、差別や身体的、精神的、性的な虐待のない、青少年にとって安全かつ前向き
な環境を育むことに努めています。

〈 ラーニングセンター 〉 
	  https://my-cms.rotary.org/ja/document/learning-center-course-catalog

	 本月間に関連するコースもございますので、詳細はラーニングセンターコース一覧をご確認
ください
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〈各種資料 〉 
　◇	インターアクト提唱ロータリークラブとアドバイザー向けのガイド
　	 https://my.rotary.org/ja/document/interact-guide-rotary-club-sponsors-and-advisers

　◇	インターアクト ハンドブック インターアクターの手引き
	 https://my.rotary.org/ja/document/interact-handbook-guide-for-interactors

　◇	RYLA の手引き　https://my.rotary.org/ja/document/ryla-handbook

　◇	青少年交換要覧　https://my.rotary.org/ja/document/youth-exchange-handbook

〈各種推進用カード 〉
　・	 インターアクトクラブの推進用カードのテンプレート
　	 https://brandcenter.rotary.org/ja-jp/asset?id=133178177&lang=JA

　・	 ロータリー青少年指導者養成プログラム（RYLA）の推進用カードのテンプレート
　	 https://brandcenter.rotary.org/ja-jp/asset?id=133178524&lang=JA

　・	 ロータリー青少年交換の推進用カードのテンプレート（長期交換用）
　	 https://brandcenter.rotary.org/ja-jp/asset?id=133178597&lang=JA

　・	 ロータリー青少年交換の推進用カードのテンプレート（短期交換用）
	 https://brandcenter.rotary.org/ja-jp/asset?id=133178620&lang=JA

■ Rotary ニュース・特集記事ページは≫　https://www.rotary.org/ja/news-features
■ Rotary Voice ページ（日本語）は≫　https://rotaryblogja.wordpress.com/

〈 映像資料  〉
 ■ Rotary YouTube ページは≫　https://www.youtube.com/user/RotaryInternational
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第 2 回新会員セミナー・交流会

●	日　時：	 2026年3月20日（金）14:30〜17:40
●	会　場：	 エテルナ高崎
●	出席者：	 竹中　隆ガバナー、田中久夫地区ラーニングファシリテーター、
	 	 森田高史地区ラーニング/・管理運営委員会副委員長、湯澤　晃ガバナーノミニー、
	 	 小磯正康ガバナー補佐、鷹巣　修ガバナー補佐、樋口哲雄代表地区幹事、
	 	 櫻井正晴地区幹事、新井良和地区ラーニング管理運営委員会委員、受講者49名、
	 	 地区副幹事5名
● 報告者：	 代表地区幹事　樋口哲雄（高崎北RC）

　3月20日（祝・金）、エテル
ナ高崎に於いて、「新会員セ
ミナー」が開催されました。
本年度２回目となる新会員
セミナーは、前回の日程で
は都合がつかなかった方々
が出席され、また違った顔
ぶれで新鮮な雰囲気の中、
セミナーとその後の交流会
が開催できました。

§セミナー
はじめに田中ファシリテーターよりガイダンスがありグループディスカッションにうつりました。
主なテーマは以下のとおりです。
・ロータリークラブって何だと思いますか？
・あなたにとって奉仕って何でしょう？
・クラブの雰囲気、先輩会員との関係はいかがですか？
・ロータリーを続けられそうですか？

§交流会
各テーブルごとにロータリーを語り合いおおいに盛り上がりました。
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●	日　時： 	2026年 4月11日(土 )10：00～ 12：00
●	会　場：	前橋商工会議所会館
●	出席者：	 小林洋樹ロータリー財団委員会委員長（前橋RC）、石井英智ロータリー財団委員会副

委員長（前橋南RC）、金井利明資金管理・平和フェローシップ委員会委員長（伊勢崎中央
RC）、唐沢健二地区補助金委員会委員長（中之条RC）、小林匡美ロータリー財団委員会
委員（高崎南RC）、草処晋一地区補助金委員会副委員長（桐生赤城RC）、菊川善明地区
補助金委員会委員（前橋RC）、下田　仁地区補助金委員会委員（伊勢崎RC）、六本木裕
地区補助金委員会委員（伊勢崎中央RC）、江畑晴彦地区補助金委員会委員（高崎RC）、
小此木能信地区補助金委員会委員（高崎RC）、植村　仁地区補助金委員会委員（太田
RC）、山本　樹地区補助金委員会委員（館林RC）、原　直道地区補助金委員会委員（渋
川RC）、渡邉仁基地区補助金委員会委員（藤岡南RC）、片桐正人地区補助金委員会委員
（前橋RAC）、堤　謙治地区副幹事（高崎北RC）、橋谷晋治地区副幹事（高崎北RC）、小林
晴彦地区副幹事（高崎北RC）

● 報告者：	 地区副幹事　小林晴彦 （高崎北RC）

　第3回地区補助金予備審査会が、4月11日（土）に前橋商工会議所会館にて開催されました。
地区補助金委員会の草処晋一副委員長の挨拶で開会し、続けて資金管理・平和フェローシップ
委員会の金井利明委員長より挨拶がありました。その後、地区補助金委員会の唐沢健二委員長
による進行のもと、各分区担当者より前回審査会で未受理の15クラブの進捗状況の報告があ
りました。その結果15クラブの内10クラブが受理され5クラ
ブが要修正となり、次回の最終審査会に向け修正して頂き、
再提出となりました。
　全審査終了後、ロータリー財団委員会の小林洋樹委員長
より頂き、最後に地区補助金委員会の草処副委員長の挨拶
で閉会となりました。
　次回（最終審査会）は、5月17日（日）13：30～17：00　（前
橋問屋センター会館2F）で開催となります。

第 3 回地区補助金予備審査会
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第３回地区戦略計画委員会

●	日　時：	 2026年4月12日（日）13:30～14:30
●	会　場：	 ガバナー事務所
●	出席者：	 ガ バ ナ ー 竹中　隆 （高崎北ＲＣ）
	 	 委員長　田中 久夫 パストガバナー（高崎RC）
	 	 副委員長　保坂 充勇 パストガバナー（次年度委員長予定者、沼田RC）
	 	 森 末廣 直前ガバナー（桐生ＲＣ）
	 	 委員　        湯澤 晃 ガバナーノミニー（前橋北ＲＣ）
	 	 樋口 哲雄 代表地区幹事（高崎北ＲＣ）
	 	 櫻井 正晴 地区幹事（安中ＲＣ）
	 	 オブザーブ　廣木　晴久（前橋北RC）
	 	 津久井　功（沼田RC）
	 	 担当副幹事　須永正儀（高崎北ＲＣ）

● 報告者：	 代表地区幹事　樋口哲雄（高崎北RC）

4月12日（日）第３回地区戦略計画委員会が、下記の通り開催されました。

	 進行：	樋口哲雄 代表地区幹事
	 挨拶：	竹中　隆ガバナー兼ガバナーエレクト
　　　	 田中久夫委員長

	 議題：	次期（第５期）戦略計画（2026～2029年）修正案を協議、最終案を策定
　　　	 保坂副委員長より修正案を上程され、数か所の細かい文言の修正後、田中委員長ほか

委員会メンバーの確認後、「委員会案」として、発表については、2026年5月16日（土）
ＣＬＬＳ（旧 地区協）にて、保坂次年度委員長が行う。
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第 4 回 公共イメージ・ICT 推進委員会

●	日　時： 2026年4月16日（木）16:00～17:00
●	会　場：	 前橋問屋町センター［ガバナー事務所］
●	出席者：	 竹中　隆ガバナー(高崎北RC)、前田　修公共イメージ・ICT推進委員長(前橋RC)
	 	 安部良憲副委員長(伊勢崎RC)、田嶋宏樹委員(前橋南RC)、近藤利弘地区副幹事(高崎北RC)
● 報告者：	 地区副幹事　近藤利弘（高崎北RC）

　4月16日（金）ガバナー事務所に於いて「第４回公共イメージ・ICT推進委員会」が開催されまし
た。竹中ガバナーにもご出席頂き、ご挨拶を頂いたのち下記の議題について協議・意意見交換を
行いました。また、今年度最後の委員会開催になることから、次年度への課題についても触れ、竹
中ガバナー及び委員会内で状況を共有致しました。

【議題】
① 	公共イメージアップ推進活動としてのラジオ情報
	 発信について
②	  ロータリアンカード製作について
③	  ICT推進活動としてのICTセミナー開催について

ICT推進委員会において、以下の点について協議。
まず、ラジオ広報については現在実施中であるが、効果測
定が難しく、明確な反応は限定的であることが共有され
た。今後は単年度での判断は行わず、一定期間継続した
上で費用対効果を検証する方針とした。

次に、ロータリアンカードの制作について協議
名刺サイズの広報ツールとして、活動内容を視覚的に伝
えるため写真とQRコードを活用したデザイン案を検討。
会員による対外配布を想定し、試験的に導入した上で、効
果を踏まえ継続の可否を判断することとした。

ICTセミナーについては、クラブ運営管理セミナー内で実
施し、「クラブ運営と事務局の役割分担」「My Rotaryの活
用」「DXによる効率化」の3点を中心に構成することを確
認した。特にクラブセントラルについては、入力作業に留
まらず、複数年の目標設定の重要性を周知する方針とし
た。

さらに、全体課題として事務局への業務集中が指摘さ
れ、役割分担の明確化およびICT活用による業務効率化
の必要性を共有した。
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IM 報告　第２分区 A

●	日　時： 2026 年 2月28日（土）　午後 2時開場
●	会　場： 桐生市　たつ吉
●	ホストクラブ： 桐生西ロータリークラブ
●	参加者： 第１部  84名 ／ 第2部  83名
●	報告者： 第２分区A　ガバナー補佐　青山　豊（桐生西RC）

テーマ「スポーツで地域おこし」

　２分区AのIMが桐生西RC主管で開催されました。
当日は竹中ガバナーをはじめ分区内４クラブ
より８４名が参加致しました。
　第１部では『スポーツで地域おこし』をテーマに、み
どり市スポーツ協会会長の深代　勉様をお迎えし 基
調講演が行われました。深代氏は、スポーツは教育の
枠を超え、地域創生の主役へと進化した。
　スポーツを「する人・観る人・支える人」の三層構造
で捉えることが地域活性化の鍵となる。そして成功へ
のヒントは『ストーリーと命名』にあり、サムライジャ
パンのように単なる呼称ではなく、使う側がどう感じ
るかという物語を描くことで、強力なブランドになる。
真のまちづくりには、そういった民間の自由な発想が
不可欠であり、民間の情熱で企画を立て、行政がバッ
クアップに回るという逆転の発想が魅力的な事業を
生み出していく。スポーツは健康寿命を延ばし、世代
間の壁を溶かします。スポーツをハブに多様な団体
が関わる仕組みが持続可能な地域を支えます。チー 
ムを組むことは難しいですが、クリアしていくプロセ
スがスポーツで地域おこしになると考えます。とお話
し下さいました。

竹中　隆ガバナー

山形　剛会長　

基調講演にて　深代　勉氏

新木明夫実行委員長
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IM 報告　第 2 分区 A

集合写真　　横断幕は竹中ガバナーをはじめ来賓の方々にお持ちいただきました

第二部　大懇親会にて

新入会員（3年未満）の方の自己紹介

第２部は、竹中ガバナーをお迎えしての
大懇親会が開催され、第２分区Aのメン
バーそれぞれが懇親を深めることが出
来ました。



112025-2026  Vol.11

IM 報告　第 2 分区 B

●	日　時： 2026 年 3月10日 (火 )15:30 ～ 20:00　　
●	会　場： プラザ・アリア
● 報告者：	 第2分区B　ガバナー補佐　鷹巣　修(伊勢崎南RC)

テーマ「みらい奨学への輪をひろげよう」

 　第２分区Ｂは、伊勢崎ロータリークラブさんが行っていた児童養護施設の卒園生で進学する生
徒へ「みらい奨学金」という制度を第２分区Ｂとして、できないかという提案から、５クラブ会長・幹
事会で協議を重ね、昨年11月より各クラブの例会でみらい奨学金寄付を始めました。
今回のIМでは、児童養護施設の現状と奨学金の意義を知り、今後の５クラブの共同事業の可能性
を探ることを目的にテーマ「みらい奨学への輪をひろげよう」で開催しました。

	 ①	 基調講演
	 	 「児童養護施設における自立支援
　　	(アフターケア)について」
	 　群馬県児童養護施設連絡協議会　
	 	 会長　本間　弘子　氏
 
	

	
	 ②	 各ロータリークラブ　施設訪問の発表

卒園され、進学や社会人となる生徒の現状
など貴重なお話をいただきました。

各クラブの発表者の方から、
行って良かったという話を聞
きました。
プレゼンにも感じた事や課
題等、力強い発表でした。

訪問先：希望館　
松島郁夫（伊勢崎RC）　

訪問先：東光虹の家
松島秀典（伊勢崎南RC）

訪問先：地行園　
金井　敦（群馬境RC） 

訪問先：鐘の鳴る丘少年の家
島田峰子（伊勢崎東RC）
雨宮守靖（伊勢崎東RC）

訪問先：フランシスコの町
髙橋大之（伊勢崎中央RC）
浅野香奈（伊勢崎中央RC）
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IM 報告　第 2 分区 B

5クラブで足並みを揃えることは難しい事ですが、
みらい奨学金も含め、卒園生へフォローを考えて
行こうという前向きな意見で一致いたしました。

竹内ガバナー
大変いい話ありがとうございました。

	 ③ 	パネルディスカッション	
　	 伊勢崎５クラブ会長による討論会

	 ⑥	 懇親会

④ガバナー講評の写真

⑤ 集合写真

IМ参加者114名・懇親会104名の参加で大変盛り上がました。
これも伊勢崎5クラブ会長・幹事のおかげと感謝しております。
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●	日　時： 	2026年 3月15日（日）10：00～ 17：15
●	会　場：	磯部ガーデン
●	出席者：	竹中　隆ガバナー（エレクト）、田中久夫地区ラーニングファシリテーター、パストガバナー、
　　　　　	 森　末廣直前ガバナー、湯澤　晃ガバナーノミニー、その他地区役員、
	 	 各クラブ会長エレクト・次年度幹事、地区副幹事
● 報告者：	 地区副幹事　小日向和博（安中RC）

　3月15日（日）、2026-2027年度会長エレクト・次年度幹事ラーニングセミナーが開催されま
した。竹中　隆ガバナー（エレクト）より、国際協議会報告と次年度の地区運営方針・地区目標
の発表があり、続けて櫻井正晴地区幹事より地区組織や地区行事予定について、小板橋 桂会計
長よりや地区予算案について、各委員長より事業計画について発表がありました。
　午後の分科会はクラブのＳＷＯＴ分析を行い、各クラブの強み、弱みを出し合い意見交換を
行いました。終了後は盛大に大懇親会も行い、親睦を深め、次年度のスタートに向け意義あるセ
ミナーとなりました。また、このセミナーは会長・幹事を務めるにあたり、必修のセミナーである
ため、当日参加出来なかった方については、４月１０日と１４日に補講を行いました。

2026-2027年度
会長エレクト・次年度幹事ラーニングセミナー
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●	日　時：2026年 4月4日（土）13：30～ 14：45
●	会　場：ビエント高崎
●	出席者：	竹中　隆ガバナーエレクト、森田高史地区ラーニング・管理運営委員会副委員長、
	 	 中野正美副委員長、湯澤　晃委員、小磯正康委員、新井良和委員、飯田知義委員、
	 	 津久井　功委員、櫻井正晴地区幹事、小日向和博地区副幹事、大谷栄義地区副幹事
●	報告者：地区副幹事　小日向和博（安中RC）

　4月4日（土）に第3回地区ラーニング・管理運営委員会が開催され、主にクラブ・リーダーシッ
プラーニングセミナーのプログラムについて議論されました。特に講演会と分科会についての
内容と手法についての話し合いがなされ、講演会のテーマ「インパクトを考える」に沿った分科
会を行う事になりました。、演会後の分科会では、まずインパクトを考えて、その後インパクトか
ら考えて話し合う手法のディスカッションをすることが決定されました。

2026-2027年度
第 3 回地区ラーニング・管理運営委員会

挨拶	 竹中　隆　ガバナーエレクト
	 森田　高史　地区ラーニング・管理運営委員会副委員長
	 議事（森田副委員長）

［議題］
①5/16（土）クラブ・リーダーシップラーニングセミナーについて
②①の分科会について
③5/25（月）クラブ管理運営セミナーについて
④8/30（日）クラブ活性化ワークショップについて
⑤地区事業について（ＩＭ、ポリオデー、ロータリーデー等）
⑥その他
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2026-2027年度 
第２回ガバナー補佐・委員長合同会議

●	日　時： 	2026 年 4月4日（土）15：00～ 16：30
●	会　場：	ビエント高崎
●	出席者：	竹中　隆ガバナーエレクト、森田高史パストガバナー、中野正美パストガバナー、
	 	 保坂充勇パストガバナー、湯澤　晃ガバナーノミニー、菊川善明ガバナー補佐、
	 	 草処晋一ガバナー補佐、大木孝之ガバナー補佐、井汲憲治ガバナー補佐、
	 	 荻原丈始ガバナー補佐、小暮雅𠀋ガバナー補佐、齋藤清海ガバナー補佐、
	 	 小貫智太郎ガバナー補佐、青山　豊ガバナー補佐、櫻井正晴代表地区幹事、
	 	 廣木晴久地区幹事、樋口哲雄地区幹事、小板橋桂地区会計長、平田　稔地区財務委員
	 	 2026-2027 年度地区役員、2026-2027 年度地区委員会委員長、
	 	 2026-2027 年度地区副幹事
● 報告者：地区副幹事　飯島岳吏（安中RC）

2026-2027 年度の「第２回ガバナー補佐・委員長合同会議」が 2026 年 4月4日（土）にビ
エント高崎で開催されました。
まず初めに、竹中　隆ガバナーエレクトと森田高史地区ラーニング・管理運営委員会副委員長よ

り挨拶を頂き、続いて今後の事業（クラブ管理運営セミナー、クラブ活性化ワークショップ、ポリ
オデー、ロータリーデー、IM、地区リソースネットワーク、クラブサポートミーティング、クラブリー
ダーシップ・ラーニングセミナー）について竹中ガバナーエレクトより説明がありました。
その中で、地区計画はできるだけ早く提出し、計画の変更、事業予算の変更がある場合も早期

提出をお願いした。また、事前配布物がある研修では出席者に事前学習をした上でセミナー臨んで
頂き、セミナーをより有益な物にしてもらいたいと説明があった。
休憩後、５月１６日に開催の「クラブリーダーシップ・ラーニングセミナー」の各分科会ごとに

分かれ、当日のテーマや手順等についての確認また意見交換を行い、当日のセミナーがより充実し
たものとなるよう各分科会ごとに活発な話しあいが行われ、大変有意義な時間となった。
その後、中野正美地区ラーニング・管理運営委員会副委員長の講評があり閉会となりました。



16  GOVERNOR’S MONTHLY LETTER   

2026-27年度　ローターアクト　
会長エレクト・次年度幹事ラーニングセミナー

●	日　時： 	2026 年 4月5日（土）14：00～ 16：30
●	会　場：	前橋問屋センター会館
●	出席者：	【地区】
	 	 竹中　隆ガバナー（ガバナーエレクト）、湯沢　晃ガバナーノミニー、
	 	 青山　豊ガバナー補佐（RA委員長）、櫻井正晴代表地区幹事、廣木晴久地区幹事
	 	 古澤泰明ローターアクト副委員長、小倉　仁ローターアクト委員
	 	 佐野和穂地区ローターアクト代表、飯塚もも子次年度地区ローターアクト代表
	 	 熊木朋史次年度副幹事、竹中年度地区副幹事
	 	 【各クラブ】
	 	 今井亮太委員長（前橋南RC）、片山翔平委員長（桐生RC）
	 	 浦野幸子会長エレクト（桐生西RC）、加藤　学委員長（伊勢崎RC）、
	 	 佐藤　勉委員長（沼田RC）、各ローターアクト会長エレクト・次年度幹事 12名、
● 報告者：地区副幹事　飯島岳吏（安中RC）

2026 年 4月 5日（日）に 2026-2027 年度のローターアクト会長エレクト・次年度幹事ラー
ニングセミナーが開催されました。
竹中 隆ガバナー（エレクト）、佐野和穂ローターアクト地区代表の挨拶の後、竹中 隆ガバナー（エ

レクト）よりRI 会長メッセージ、地区組織、地区運営方針について説明がありました。その中で、
今年度よりローターアクトクラブはガバナー直下の組織として再編し地区内 8ローターアクトクラ
ブの連携強化をはかり活動していく旨の説明がありました。その後、飯塚もも子ローターアクト次
年度地区代表からローターアクト地区運営方針・地区連絡協議会について説明がありました。次年
度は全国ローターアクト大会が 2840 地区で開催されるので片桐正人実行委員長（前橋RAC）か
らも大会の趣旨説明がありました。
休憩を挟んで、グループディスカッションを行いました。（ローターアクトクラブのクラブビジョ

ンについてSWOT分析）内部環境（強み・弱み）外部環境（強み・弱み）を整理することで今後
の活動の方向性を明確にしていくことができました。
湯澤　晃ガバナーノミニーより講評をいただき閉会となりました。
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2026-27 年度　ローターアクト　 会長エレクト・次年度幹事ラーニングセミナー
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ロータリーの友委員会地区代表委員・
(一社)ロータリーの友事務所役員合同会議

●	日　時： 	2026年 3月19日（木）　10：30～ 16：20
●	会　場：	東京ビジョンセンター浜松町
●	出席者：	各地区地区代表委員、ロータリーの友委員会、法人事務所、編集部
● 報告者：	 次年度ロータリーの友地区代表委員　後藤圭一（桐生ＲＣ）

　2025-26年度ロータリーの友地区代
表委員と2026-27年度地区代表委員、
ロータリーの友委員会、法人事務所、編
集部の合同会議が東京ビジョンセンター
浜松町で開催されました。
　午前中の部では、主に次年度向けの
オリエンテーションが行われ、役割やレ
ポートの書き方などの説明がありまし
た。昼食後は、5つのグループに分かれ、
ロータリーの友で取り上げてほしいテー
マなどについて分科会で話し合いが行わ
れました。終了後の全体会議で各分科会の代表者からの報告がありました。
　全国のロータリーの友の関係者が集まり、様々な意見交換が出来たことはこの先の委員会活
動にとても役に立つ会議でありました。

プログラム
　10：30～12：30	 全体会議・オリエンテーション
　12：30～13：30	 昼食
　13：30～14：30	 分科会
　14：40～14：55	 全体会議
　14：55～16：20	 懇親会
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地区内クラブ奉仕事業のご紹介

【安中ロータリークラブ】　
● 記入者　　　	 坂上順一　
● プロジェクト名	 新発田中央ロータリークラブとの５か年合同事業
● 目的　	 	 シーカ・アジア財団管理チャンパン図書館支援(建物階改修等)　
● 対象（受益者）　	 図書館利用者　　
● 参加者　	 安中ロータリークラブ　7名　新発田中央ロータリークラブ　10名     
● 費用　　	 毎年500ドル支援　　
● 実施期間　　	 2020-2021年度～2025-2026年度

下記地区内クラブ奉仕事業は、2023 ～ 2024（保坂ガバナー年度）に実施いたしました
奉仕活動アンケートをもとに、毎月1クラブずつ紹介していきます。これからの奉仕活動の
参考にしてください。

職業奉仕・国際奉仕・地域社会奉仕委員会

活動内容
2020-2021 年度に友好クラブ　新発

田中央ロータリークラブとの五か年合同
事業をスタートさせ、本年度が最終年度
となるが、本年度は 2026 年 1 月 30 日
に両クラブ合計参加者 17 名で実施した。
チャンパン図書館は貧困層居住地域にあ
り、シーカ・アジア財団が管理運営して
いるが、書物管理、地域住民の子供支援
で手一杯な状況の為、建物の維持・管理・
修繕が行き届いてなく、建物の老朽化に
よる雨漏り、２階天井の欠落等不具合が
多く発生していた。１クラブ当たり500
ドル、2クラブ併せて毎年 1000ドル支援
し、併せて現地整備状況確認を行った。　

活動成果
　一か年1000ドルだが、五か年継続する
と目に見えて改善が確認でき、シーカ・ア
シア財団代表者もとても喜んで頂いたが、
不具合を改善した図書館で貧困地域の子
供たちが多数集い笑顔で遊び、読書をする
姿を確認できた事が一番の成果だと感じ
た。又、願わくばこの図書館利用者の子供
達が今後地域で活躍できるきっかけとな
る場所へとなってもらいたい。　　

美装された内部

美装された外観
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       ＜台北ドームにて開催＞

2026年6⽉14⽇（⽇）開会式     （午前・午後の2回）
2026年6⽉15⽇（⽉）全体会議（午前）
2026年6⽉16⽇（火）全体会議（午前）
2026年6⽉17⽇（水）閉会式     （午後） 

登録はこちらから↑ 

登録カテゴリー/ 登録日

2025年12月16

日〜2026年3月

31日の登録

2026年4月1

日〜6月17日の

登録

クラブ会員、非会員、31歳以上のゲスト US$575 US$675

クラブ会員、RAC会員、非会員、30歳以

下のゲスト
US$225 US$275

5〜18歳のゲスト US$30 US$40

5歳未満のゲスト 無料 無料

土曜日の友情の広場（House of

Friendship）のみ参加
US$60 US$100

【2026 年台北国際⼤会チーム】
2026 年台北国際⼤会RI推進委員

⽇本チーム

出村知佳子  第2510地区 札幌北 RC
chikakodemura@gmail.com 

第1地域  岡村 睦美 第2770地区  川⼝RC 
第2地域  吉川 公章 第2760地区  名古屋南RC
第3地域  ⼤橋 秀典 第2660地区  東⼤阪東RC 

2026年台北国際大会
2026年6⽉13⽇−17⽇

「全体会議以外はこちらで開催」
　＜台北南港第1・第2展示ホール＞

(受付、セッション、友愛の家、昼食)
住所：11568
台北市南港区経貿二路1号、2号



212025-2026  Vol.11

2025-2026 年度　下期地区主要行事予定表

日付 時間帯 項目 場　　所

2026年

1月

11（日）～15（木） 国際協議会 オーランド（フロリダ州）

24（土）
終日 （米山記念奨学生選考会） 前橋問屋センター会館

13:30～ （第 1 回地区補助金予備審査会） 前橋商工会議所会館

25（日） （職業奉仕セミナー） 前橋問屋センター会館

2月

3（火） 18:00～ 第１回ガバナー補佐会議（2026-27年度） たかさき書斎

14（土）
午前 第４回ガバナー諮問委員会・GE報告会 前橋問屋センター会館

午後 地区チームラーニングセミナー（2026-27年度） 前橋問屋センター会館

21（土）
13:00～ （第 2 回地区補助金予備審査会） 前橋商工会議所会館

14:00～ DEI推進委員会主催　意見交換会（ハイブリット） 前橋問屋センター会館

23（月） ロータリー創立記念日

3月

1（月） 午後 （ローターアクト年次大会） プラザ・アリア（伊勢崎）

7（土） 午後 （米山記念奨学生終了式・歓送会） ホテルメトロポリタン高崎

8（月） 10:30～ RYLA研修会 高崎労使会館

15（日） 終日 会長エレクト・次年度幹事ラーニングセミナー（2026-27年度） 磯部ガーデン

20（金・祝） 午後 新会員セミナー エテルナ高崎

（インターアクト台湾国際交流事業・派遣）

4月

5（日） 午後 RA会長エレクト・次年度幹事ラーニングセミナー 前橋問屋センター会館

11（日） 10:00～ （第3 回地区補助金予備審査会） 前橋商工会議所会館

18（土）

午前 （新規米山記念奨学生カウンセラーオリエンテーション） 前橋問屋センター会館

午後 （新規米山記念奨学生・カウンセラーオリエンテーション） 前橋問屋センター会館

午後 （継続米山記念奨学生資格審査面談） 前橋問屋センター会館

（インターアクト台湾国際交流事業・受入れ）

5月

16（土） 終日 クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー（2026-27年度） 安中市文化センター

17（日）
午後 （地区補助金最終審査会） 前橋問屋センター会館

午後 （青年交換ホストクラブ・ホストファミリーオリエンテーション） 前橋問屋センター会館

20（水） 17:00～ 歴代地区幹事会 辰巳館

6月

13（土）～17（水） 国際大会 台北

24（水） 15:00～ （米山記念奨学生指定校選定会議） ガバナー事務所

27（土）
午後 第5回ガバナー諮問委員会 マリエールウィル高崎

午後 現新地区役員合同連絡会議 マリエールウィル高崎

28（日） 14:30～ （青少年交換受入学生歓迎会・派遣学生壮行会） ホテルサンダーソン

※4月の「新会員セミナー」は開催しないことになりました。
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年 月 日 曜日 周年 クラブ名 場　　所

2026 4 11 土 60 桐生南ＲＣ 美喜仁桐生文化会館

2026 4 12 日 40 沼田中央RC ホテルベラヴィータ

2026 4 19 日 30 高崎シンフォニーRC ホテルメトロポリタン高崎

年 月 日 曜日 区　　分 場　　所

2026 3 28 土 第１分区 ロイヤルチェスター前橋

2026 2 28 土 第２分区Ａ たつ吉 

2026 3 10 火 第２分区Ｂ プラザアリア

2026 2 23 月・祝 第３分区 ホテルグランビュー高崎

2026 2 18 水 第４分区Ａ ティアラグリーンパレス

2026 2 7 土 第４分区Ｂ ニューミヤコホテル館林

2025 11 24 月･祝 第５分区 ホテルベラヴィータ

2026 2 21 土 第６分区 並木苑

2025-2026 年度　周年行事予定クラブ

2025-2026 年度　IM 開催予定表

2025-2026 年度　周年行事・IM 開催予定表
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2026-2027 年度　地区主要行事予定表

日付 時間帯 項目 場　　所

2026年

1月

11(日)～15(木) 国際協議会 オーランド(フロリダ州）

19(月)～23(金) 次年度委員長面談 前橋問屋センター会館

24(土) 終日 ★（米山記念奨学生選考会） 前橋問屋センター会館

25(日) 13:30～ ★（職業奉仕セミナー） 前橋問屋センター会館

2月

03(火) 18～ 第１回ガバナー補佐会議 たかさき書斎

14(土) 10:30～ ★第４回ガバナー諮問委員会 前橋問屋センター会館

14(土) 12～ 第１回地区ラーニング・管理運営委員会 ガバナー事務所

14(土） 13:30～ 地区チームラーニングセミナー 前橋問屋センター会館

21(土） 14～ ★（DEI推進委員会主催　意見交換会） 前橋問屋ｾﾝﾀｰ会館＆Zoom

23(月・祝) ロータリー創立記念日

3月

01(日) 13～ ★（ローターアクト年次大会） 最高の一日

04(水) 15:30～ 第２回地区ラーニング・管理運営委員会 ガバナー事務所

07(土) 13:30～ 第１回ガバナー補佐・委員長予定者合同会議 高崎商工会議所

07(土) 16～ ★（米山記念奨学生終了式・歓送会） ホテルメトロポリタン高崎

08(日) 10:30～ ★（RYLA研修会） 高崎市労使会館

15(日) 終日 会長エレクト・次年度幹事ラーニングセミナー 磯部ガーデン

20(金・祝) 14:30～ ★新会員セミナー エテルナ高崎

4月

04(土) 13:30～ 第３回地区ラーニング・管理運営委員会 ビエント高崎

04(土) 15～ 第２回ガバナー補佐・委員長合同会議 ビエント高崎

05(日) 午後 ローターアクト会長エレクト・次年度幹事ラーニングセミナー 前橋問屋センター会館

18(土) 午前 ★（新規米山記念奨学生カウンセラーオリエンテーション） 前橋問屋センター会館

18(土) 午後 ★（新規米山記念奨学生・カウンセラーオリエンテーション） 前橋問屋センター会館

18(土) 午後 ★（継続米山記念奨学生資格審査面談） 前橋問屋センター会館

19(日) 15～ ★（青少年交換ホストクラブ第１回オリエンテーション） 前橋問屋センター会館

5月

16(土) 終日 クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー 安中市文化センター

16(土) 夜 クラブリーダーシップ・ラーニング・セミナー　懇親会 並木苑

17(日) 午後 ★（地区補助金最終審査会） 前橋問屋センター会館

17(日) 午後 ★（青少年交換 ﾎｽﾄｸﾗﾌ ･゙ﾎｽﾄﾌｧﾐﾘｰ　オリエンテーション） 前橋問屋センター会館

25(月) 15～ クラブ管理運営セミナー 高崎市総合福祉センター

6月

13(土)～17(水) 国際大会 台北

24(水） 15～ ★（米山記念奨学生指定校選定会議） ガバナー事務所

27(土) 午後 第５回ガバナー諮問委員会 マリエールウィル高崎

27(土) 午後 現新地区役員合同連絡会議 マリエールウィル高崎

28(日) 14:30～ ★（青少年交換受入学生歓迎会・派遣学生壮行会） ホテルサンダーソン
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2026-2027年度　地区主要行事予定表

日付 時間帯 項目 場　　所

7月

01(水) 竹中ガバナー事務所開設

11(土) 10～ 第１回ガバナー諮問委員会 ホテルメトロポリタン高崎

11(土) 13～ 第４回地区ラーニング・管理運営委員会 ホテルメトロポリタン高崎

16(木） 18:30～ ＜ロータリー野球大会コミッショナー会議＞ ニューいづみ

18(土) 午前 （インターアクト年次大会） メガネのイタガキ文化ホール

25(土） 10:00～ ★ロータリー財団委員会合同会議 前橋問屋センター会館

25(土） 15:30～ ★米山記念奨学生対象ロータリーセミナー ホテルメトロポリタン高崎

25(土） 17:30～ ★（米山学友会総会） ホテルメトロポリタン高崎

8月

01(土) 9～ （第１回地区補助金委員会） 前橋問屋センター会館

08(土) 13～ （ＲＬＩファシリテーター研修会） 前橋問屋センター会館

23(日） 午後 （青少年交換派遣学生選考会） 前橋問屋センター会館

26(水) 12～ （米山指定校説明会） 前橋問屋センター会館

29(土) 午前 ＜ロータリー野球大会　第１日目　開会式＞ 前橋桃ノ木川グランド

30(日) 13:30～ クラブ活性化ワークショップ 前橋問屋センター会館

9月

01(火) 湯澤ガバナーエレクト事務所開設

05(土) 午後 ロータリー財団補助金管理セミナー 前橋問屋センター会館

06(日) 終日 （ＲＬＩセミナー　PartⅠ） 前橋問屋センター会館

12(土) 午前 ＜ロータリー野球大会　第２日目＞ 前橋桃ノ木川グランド

19(土） 午前 ＜ロータリー野球大会　第 3日目＞ 前橋桃ノ木川グランド

26(土） 午前 （米山記念奨学生カウンセラー研修会） 前橋問屋センター会館

26(土） 午後 （地区米山記念奨学セミナー） 前橋問屋センター会館

27(日） 12:30～ （青少年交換派遣学生帰朝報告会・受け入れ学生歓迎会）

10月

04(日) 終日 （ＲＬＩセミナー　PartⅡ） 前橋問屋センター会館

17(土) 午前 ＜ロータリー野球大会　第4日目　閉会式＞ 前橋桃ノ木川グランド

17(土) 午前 第２回ガバナー諮問委員会 前橋問屋センター会館

17(土) 午後 第３回ガバナー補佐・委員長合同会議 前橋問屋センター会館

17(土) 15:30～ 第５回地区ラーニング・管理運営委員会 ガバナー事務所

11月

07(土) 9～ （第２回地区補助金委員会） 前橋商工会議所会館

07(土) 午前 ＜ロータリー野球大会　予備日＞ 前橋桃ノ木川グランド

08(日) 終日 （ＲＬＩセミナー　PartⅢ） 前橋問屋センター会館

22(日) 新会員セミナー

28(土) 午後 （米山記念奨学生選考会面接員オリエンテーション） ホテルメトロポリタン高崎

28(土) 夕方 （米山学友会忘年会） ホテルメトロポリタン高崎

12月

05(土) 午後 第３回ガバナー諮問委員会 ロイヤルチェスター前橋

05(土) 夕方 湯澤ガバナーエレクト壮行会 ロイヤルチェスター前橋

12(土) 夕方 （ＲＹＬＡ研修セミナー） （桐生）

20(日） （青少年交換HC・SCオリエンテーション・クリスマス会） ホテルサンダーソン



252025-2026  Vol.11

日付 時間帯 項目 場　　所

2027年

1月

10(日)～14(木) 国際協議会（湯澤ガバナーエレクト参加） オーランド ( フロリダ州）

17(日） 午後 （奉仕プロジェクトセミナー） 前橋問屋センター会館

23(土) 終日 （米山記念奨学生選考会） 前橋問屋センター会館

23(土) 13:00～ （第 1 回地区補助金予備審査会） 前橋商工会議所会館

2月

13(土) 午前 第４回ガバナー諮問委員会・GE 報告会 前橋問屋センター会館

13(土) 午後 地区チームラーニングセミナー（湯澤年度） 前橋問屋センター会館

20(土) 13:00～ （第2回地区補助金予備審査会） 前橋商工会議所会館

21(日） 午後 青少年交換 HC・SC オリエンテーション

23(火・祝) ロータリー創立記念日

3月

6(土) 17:00～ （米山記念奨学生終了式・歓送会） ホテルメトロポリタン高崎

13(土)～14(日) 会長エレクト・次年度幹事ラーニングセミナー（湯澤年度） 前橋商工会議所会館

20(土)～21(日) 第 39 回全国ローターアクト大会 伊香保　天坊

25(木)～28(日) （インターアクト台湾国際交流事業・派遣）

4 月

03(土) 午前 第５回ガバナー諮問委員会 前橋問屋センター会館

03(土) 午後 第４回ガバナー補佐・委員長合同会議 前橋問屋センター会館

03(土) 15:30～ 第６回地区ラーニング・管理運営委員会 前橋問屋センター会館

17(土) 9:00～ （第3回地区補助金予備審査会） 前橋商工会議所会館

17(土) 午前 （新規米山記念奨学生カウンセラーオリエンテーション） 前橋問屋センター会館

17(土) 午後 （新規米山記念奨学生・カウンセラーオリエンテーション） 前橋問屋センター会館

17(土) 午後 （継続米山記念奨学生資格審査面談） 前橋問屋センター会館

23(金)～24(土) （インターアクト台湾国際交流事業・受入れ）

24(土) 午後 地区リーダーシップセミナー ホテルメトロポリタン高崎

24(土) 夜 ＲＩ会長代理歓迎晩餐会 ホテルメトロポリタン高崎

25(日) 午後 地区大会　式典 群馬音楽センター

25(日) 夜 地区大会　懇親会 ホテルメトロポリタン高崎

ローターアクト会長エレクト・次年度幹事ラーニングセミナー

地区大会記念ゴルフ大会

5月

15(土) 13:00～ 地区補助金最終審査会 前橋商工会議所会館

16(日) 終日 クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー（湯澤年度） 前橋商工会議所会館

23(日） 午後 青少年交換 HC オリエンテーション

6月

05(土) 午後 新会員セミナー

07(月) 14～ クラブ管理運営セミナー（湯澤年度）

12(土） （ローターアクト年次大会）

19(土） 午後 第６回ガバナー諮問委員会

19(土） 午後 現新地区役員合同連絡会議

26(土)～30(水） 国際大会 バルセロナ

第６回ガバナー諮問委員会

現新地区役員合同連絡会議

27(日） （青少年交換受入学生歓迎会・派遣学生壮行会）

（米山記念奨学生指定校選定会議）

2026-2027年度　地区主要行事予定表
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第１地域 ロータリー会員増強コーディネーター補佐 花田 勝彦 （五所川原 RC） 

 

 「花田さん、ロータリーの件なんだけどさ、来年、何か役割決まってる？」 

田中久夫 RMC から ARMC の打診のご連絡をいただいたのは、ガバナー年度が丁

度半分終わる 2024 年の大晦日のことでした。我が 2830 地区は、その年の 1 月の RI

理事会で、2026 年 7 月 1 日に会員数が 1,100 名に達しなかった場合は、隣接地区と

合併することに同意するという決議がなされ、まさに緊急事態でした。 地区として会員増

強の崖っぷちに立たされていたガバナーですから、そのような経験が、良い意味で他の

地区にも還元できるのであればと考え、ARMC の就任を承った次第です。 

 会員増強にとって大切なことは、クラブが魅力的であり、クラブの会員が地域で一目置

かれる存在であること、そのような人が多く集まるクラブには、入会を希望する会員候補

者が自然と多く現れるはずであると考えています。 ロータリーを自分磨きのための適切な場所とするためにも、自分自

身の一挙手一投足が見られているという意識をもち、立ち振る舞いや話し方にも気をつける。また、楽しくなければロー

タリーは続きませんから、仲間を増やし、大いに親睦を深めることも大切です。 本来は、このようにして自然に会員が増

えていくことが望ましいと思っているのですが、それも今のままの地区があってこそ、という面もあります。 2013 年の

規定審議会で、地区の最低会員数を 1,200 名から 1,100 名に修正してもらうことに成功したのは、ほかならぬ 2540

地区と 2830 地区です（決議 13-109）。その 2 つの地区が、今 1,100 名を下回ることで地区合併の危機に立たされて

います。ここは何としても乗り越えていきたいところです。 

 会員を増やすための具体的な方策としてまず考えられるのは、衛星クラブの設立でしょう。8 名の会員候補者を集めて、

従来型のクラブではできない特徴あるクラブを設立することができることから、多くの地区で取り組んでいることと思い

ます。既存のクラブ内で会費を抑え、会員数を増やす方法として、2830 地区で昨年以来取り組んできたことは、クラブ

独自の正会員の種別を多様化することです。ファミリー会員、後継者会員、シニア会員、特別会員など、これまでは会費

負担が大きく、正会員へのハードルが高かった方を会員としてお迎えできる方策の１つです。導入に当たっては、クラブ

細則を改正する必要があるため、クラブ細則の改正案を作成しました。 

 My ROTARY のラーニングセンターの左上「ユーザーメニュー」に「学習トピック」という項目があります。下の方にス

クロールして、「もっと読み込む」をクリックして進んで行くと「柔軟性を取り入れたクラブ細則の実例」というタイトルで、

細則案を掲載しています。RI 日本事務局の尾畑さんにアップしていただきましたので、導入を検討しているクラブは是

非ご参照下さい。 

https://learn.rotary.org/members/share/asset/view/137278 

アクセスには My ROTARY へのログインが必要です。 
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第 2 地域 ロータリー財団地域コーディネーター補佐 古川 静男 （松本西南 RC） 

 

ロータリー財団では、日本から海外へ留学する学生のためにグローバル補助金を利

用した奨学金制度を準備しています。このグルーバル補助金による奨学金を利用できる

のは、ロータリーの７つの重点分野のいずれかに該当する分野を専攻することが条件と

なっており、①平和構築と紛争予防、②疾病予防と治療、③水と衛生、④母子の健康、

⑤基本的教育と識字率向上、⑥地域社会の経済発展、⑦環境のいずれかに該当する

必要があります。 

グローバル補助金による奨学生の数は、2010 年から 2023 年の 13 年間で合計 421

名（年平均 32 名）となっています。コロナ禍で一時減少しましたが、直近 5 年間では、

令和 6 年度 50 名、令和 5 年度 49 名、令和 4 年度 39 名、令和 3 年度 37 名、令和 2 年度 82 名となっていました。グロ

ーバル補助金による奨学金制度は、2013 年に「未来の夢計画」としてロータリー財団の補助金制度が大幅に変更されて誕生

したものですが、それ以前は「国際親善奨学金制度」というものがあり、７つの重点分野に限定されずに、音楽、芸術、文学、建

築、エンジニア、自然科学、宇宙工学、経済、法学、心理学、IT等、様々な分野の学生が対象となっていました。この「国際親善

奨学金制度」は 1947 年からスタートしましたが、2013 年までの６５年間で延べ 8,299 名（年平均 128 名）の留学生がこの

奨学金を利用していました。国際親善奨学金制度がなくなり、新たに「グローバル補助金」と「地区補助金」が誕生しましたが、

「グローバル補助金」は 7 つの重点分野により限定されたことや、「地区補助金」は各クラブでの利用が進んだため、奨学金に

回る金額が少なくなり、日本からの海外留学生は以前に比べて大幅に減少しました。 

この状況を憂慮した日本ロータリー学友会（元留学生で組織する地区学友会の連合体）は、2024 年 11 月に開催された総

会において、財団奨学生を増やしてほしいという「提言」を発表しました。この「提言」では、「日本や世界の未来を担う意欲あ

る日本の若者に、グローバル補助金の 7 つの重点分野に限らず、地区補助金を利用して、他のあらゆる分野を学ぶ学生に奨

学金を与えて欲しい」というもので、地区補助金を利用した奨学生支援を訴えていました。 

日本ロータリー学友会が 2024 年と 2025 年に 34 地区に実施したアンケート調査によりますと、2013 年から 2023 年

までの 11 年間に、地区補助金を利用して海外へ留学生を送り出した地区は 34 地区中 16 地区（1 地区未回答）あり、総数は

194 名（年平均 18 名）に留まっていました。約半分の地区が、地区補助金を利用した奨学金制度を利用していないことが判

明しました。アンケートでは、利用していない理由として、「募集可能を知らなかった」「検討したことがない」「重点分野が要件

と思っていた」という回答と共に、「地区補助金をクラブ補助金等、他の目的で使用しているため奨学金として回せる金額がな

い」という回答が多くみられました。 

昨今の日本人留学生の実情をみますと、円安が進み、渡航費や滞在費など経済的負担が大きくなってきています。また、海

外では留学生の授業料が高く設定されていて、アメリカ約 1.5 倍、カナダ約 2 倍、フランスなどは約 15 倍にもなっており、留

学環境は年々厳しさを増している実情があります。資金調達でも「自費・仕送り」が大半を占めており、奨学金の利用が極めて

少ないということで、経済的に余裕のある家庭の子供しか留学出来ないという状況が見受けられるようです。日本の学生によ

り国際感覚を磨いてもらい、世界で活躍するリーダーとなってもらうためにも留学は貴重な体験であり、ロータリーの力で

様々な分野の国際人を養成していくことはより重要性を増しているのではないかと思われます。当地区では、現在地区補助金

を利用して留学生を送り出していないのですが、より多くの学生がロータリー財団の奨学金を利用して留学できる方法を検討

していくことも重要ではないかと考える次第です。 
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第 3 地域 ロータリー財団地域コーディネーター補佐 吉田 知弘 （福岡東 RC） 

 

 この度、全国のロータリアンの皆様へ広くレターを差し上げる機会を賜り、大変ありが

たく存じます。私は、第 3 地域ロータリー財団地域コーディネーター補佐として、九州 4

地区の担当を仰せつかっております。会員の皆様からの寄付増進を図り、ロータリー活

動の礎を創ることを役割と認識し、微力ながらも貢献できればと願っております。そのよ

うな立場から、ロータリーの諸活動に関して思うところを少しだけお伝えしたく思い、本

稿を寄せます。 

 

 ロータリーの発展は、しばしば３つの要素（奉仕プロジェクト、公共イメージ、会員増強）

のスパイラルによって支えられると説明されます。たしかに、①意義深く効果的な奉仕プ

ロジェクトにより社会をよりよい状態へと導くことができれば、その実践を通じてロータリ

ーが好意をもって社会に認知されます。②その好感度の高まりは、パートナーシップとエンゲージメントの機会を広げる

と同時に、メンバーの自尊心と積極的な参加意欲を高め、結束力の高まりを通じてクラブとロータリーを一層魅力的な

存在へと向上させます。③このような成果の集積により、クラブ拡大と会員増強もよりよく達成されます。 

 

 この３つの要素が好循環のスパイラルを描き出す様子をイメージすると、ロータリー活動にも取り組む意欲も自ずと増

すことでしょう。その一方で、意義あるロータリーの諸活動がロータリー財団への寄付によって支えられていることを忘

れてはなりません。その意義をご理解いただき、是非とも寄付の増進にご理解とご協力を賜りたいと願っております。 

 

 さて、こうしたロータリーの重要な取組の一つである「ロータリー平和センター」をご紹介させてください。これは平和学

に優れた大学の中に「ロータリー平和センター」を設け、世界からの留学生（ロータリー平和フェロー）を招き入れて、積

極的な平和構築のエキスパート（Peace Builder）として養成し、そのスキルを高めて世界に送り出してゆく活動です。

2002 年にスタートし、現在では世界に８か所、うち 1 つが日本の国際基督教大学に設置されています。 

 

 現在、注目を集めるイランのホルムズ海峡の封鎖問題をはじめ、国際的な武力紛争が随所で頻発しており、国際情勢

は極めて不安定で危機的な状況にあります。こうした国際情勢をみるにつけ、平和への取組の重要性を思わずにはいら

れません。平和構築の専門家を養成する平和センターの取組は、一層その重要性を増していると思われます。 

 

 国際基督教大学の平和センターのことは、これを支えるホストエリア（首都圏７地区）の外に出るとなかなか周知されな

い状況にあることは否めません。よくご存じの方もそうでない方も、本稿をご覧いただきましたら、是非ネットの検索エン

ジンで「ロータリー平和センター」を検索してみてください。その充実した取組の内容をご確認いただけることと思います。 
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クラブ名 回
数

自クラブ
出席率

会員数　( 純増減は年度初数との対比となります )
メ
イ
ク

出席率
MyRotary

登録率
(4月27日現在)

年度初
( 女性 )

当月初
( 女性 )

新会員
( 女性 )

退会数
( 女性 )

月末数
( 女性 )

純増減
( 女性 )

第
１
分
区

前橋 4 68.80% 117 (11) 120 (11) 0 （0） 7 (1) 113 (10) -4 -(1) 5 69.87% 86.32%

前橋西 3 65.94% 56 (5) 55 (6) 0 （0） 0 （0） 55 (6) -1 (1) 1 66.64% 83.64%

前橋東 4 62.13% 50 (4) 51 (4) 0 （0） 0 （0） 51 (4) 1 （0） 27 72.74% 80.39%

前橋北 4 77.88% 79 (1) 77 (1) 0 （0） 0 （0） 77 (1) -2 （0） 0 77.88% 85.71%

前橋南 4 64.91% 56 (5) 52 (3) 0 （0） 0 （0） 52 (3) -4 -(2) 4 66.83% 82.35%

前橋中央 4 76.04% 23 (5) 24 (5) 0 （0） 0 （0） 24 (5) 1 （0） 4 81.25% 79.17%

合計 69.28% 381 (31) 379 (30) 0 （0） 7 (1) 372 (29) -9 -(2) 72.54% 82.93%

第
２
分
区
Ａ

桐生 4 60.71% 71 (12) 70 (12) 1 （0） 2 （0） 69 (12) -2 （0） 35 68.36% 85.71%

桐生南 4 72.37% 37 (4) 36 (3) 0 （0） 0 （0） 36 (3) -1 -(1) 11 80.62% 66.67%

桐生西 3 65.42% 49 (11) 51 (11) 0 （0） 0 （0） 51 (11) 2 （0） 24 82.41% 92.16%

桐生赤城 3 66.91% 39 (7) 42 (7) 0 （0） 0 （0） 42 (7) 3 （0） 23 85.91% 71.43%

合計 66.35% 196 (34) 199 (33) 1 （0） 2 （0） 198 (33) 2 -(1) 79.33% 78.99%

第
２
分
区
Ｂ

伊勢崎 3 79.10% 79 (5) 83 (5) 0 （0） 0 （0） 83 (5) 4 （0） 12 84.02% 95.18%

群馬境 4 80.91% 23 (2) 24 (2) 0 （0） 2 （0） 22 (2) -1 （0） 0 80.91% 41.67%

伊勢崎中央 3 70.36% 88 (9) 96 (9) 2 （0） 0 （0） 98 (9) 10 （0） 18 76.52% 74.75%

伊勢崎南 3 74.00% 25 (2) 25 (2) 0 （0） 0 （0） 25 (2) 0 （0） 4 81.30% 100.00%

伊勢崎東 3 60.00% 34 (2) 41 (3) 0 （0） 0 （0） 41 (3) 7 (1) 0 60.00% 95.24%

合計 72.87% 249 (20) 269 (21) 2 （0） 2 （0） 269 (21) 20 (1) 76.55% 81.37%

第
３
分
区

高崎 4 47.90% 138 (10) 144 (10) 3 (2) 1 （0） 146 (12) 8 (2) 24 52.01% 56.25%

高崎南 3 57.58% 66 (10) 66 (10) 0 （0） 3 （0） 63 (10) -3 （0） 8 69.70% 52.38%

高崎北 3 45.78% 77 （0） 77 （0） 0 （0） 3 （0） 74 （0） -3 （0） 30 59.11% 64.86%

高崎東 4 52.78% 26 (3) 28 (4) 0 （0） 0 （0） 28 (4) 2 (1) 7 59.26% 78.57%

高崎シンフォニー 3 64.82% 45 (9) 47 (10) 0 （0） 0 （0） 47 (10) 2 (1) 19 78.49% 100.00%

高崎セントラル 4 60.00% 33 （0） 34 (1) 0 （0） 0 （0） 34 (1) 1 (1) 20 74.81% 58.82%

合計 54.81% 385 (32) 396 (35) 3 (2) 7 （0） 392 (37) 7 (5) 65.56% 68.48%

クラブ名 年度初（女性 ) 当月初 ( 女性 ) 新会員 ( 女性 ) 退会数 ( 女性 ) 月末数 ( 女性 ) 純増減 ( 女性 )

43

2001(176) 2043(182) 8(3) 26(2) 2025(183) 24(7)

自クラブ出席率 当月出席率（メイク含む )
MyRotary 登録率

(4月27日現在)

66.2% 73.2% 77.39%

出席報告（3 月末日現在）・My Rotary 登録率

※純増減は年度初の会員数との対比となります。
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クラブ名 回
数

自クラブ
出席率

会員数　( 純増減は年度初数との対比となります ) メ
イ
ク

出席率
MyRotary

登録率
(4月27日現在)

年度初
( 女性 )

当月初
( 女性 )

新会員
( 女性 )

退会数
( 女性 )

月末数
( 女性 )

純増減
( 女性 )

第
４
分
区
Ａ

太田 4 44.44% 70 (3) 72 (3) 0（0） 1 （0） 71 (3) 1 （0） 2 45.13% 95.77%

太田西 3 80.81% 11 (1) 11 (1) 0（0） 0 （0） 11 (1) 0 （0） 2 91.34% 63.64%

太田南 2 61.00% 47 (4) 50 (5) 0（0） 0 （0） 50 (5) 3 (1) 0 61.00% 98.00%

新田 2 60.53% 21 (3) 20 (3) 0（0） 1 （0） 19 (3) -2 （0） 1 61.85% 42.11%

太田中央 3 51.33% 46 (5) 50 (7) 0（0） 0 （0） 50 (7) 4 (2) 6 55.33% 80.00%

合計 59.62% 195 (16) 203 (19) 0（0） 2 （0） 201 (19) 6 (3) 62.93% 75.90%

第
４
分
区
B

館林 3 67.56% 55 (4) 52 (4) 0（0） 1 （0） 51 (4) -4 （0） 12 75.46% 86.54%

大泉 3 65.00% 25 (3) 25 (3) 1（0） 1 （0） 25 (3) 0 （0） 4 71.67% 24.00%

館林東 2 91.67% 6 (1) 9 (1) 0（0） 0 （0） 9 (1) 3 （0） 1 100.00% 44.44%

館林ミレニアム 2 72.07% 27 (1) 27 (1) 0（0） 0 （0） 27 (1) 0 （0） 2 76.61% 100.00%

合計 74.08% 113 (9) 113 (9) 1（0） 2 （0） 112 (9) -1 （0） 80.94% 63.75%

第
５
分
区

渋川 3 73.33% 58 (5) 58 (6) 1 (1) 2 （0） 57 (7) -1 (2) 22 86.67% 71.93%

沼田 5 54.13% 73 (3) 73 (3) 0（0） 0 （0） 73 (3) 0 （0） 40 61.05% 98.63%

中之条 4 82.26% 16 （0） 16 （0） 0（0） 0 （0） 16 （0） 0 （0） 1 84.53% 56.25%

沼田中央 4 65.22% 49 (4) 49 (4) 0（0） 1 （0） 48 (4) -1 （0） 10 70.65% 100.00%

渋川みどり 3 47.20% 48 (6) 46 (6) 0（0） 0 （0） 46 (6) -2 （0） 8 53.52% 93.48%

合計 64.43% 244 (18) 242 (19) 1 (1) 3 （0） 240 (20) -4 (2) 71.28% 84.06%

第
６
分
区

富岡 3 83.81% 41 (3) 43 (3) 0（0） 0 （0） 43 (3) 2 （0） 7 91.26% 62.79%

藤岡 3 66.94% 43 (3) 43 (3) 0（0） 0 （0） 43 (3) 0 （0） 11 75.81% 79.07%

安中 3 40.47% 56 (3) 56 (2) 0（0） 0 （0） 56 (2) 0 -(1) 24 54.75% 55.36%

藤岡北 2 74.99% 7 (1) 7 (1) 0（0） 0 （0） 7 (1) 0 （0） 2 74.99% 57.14%

富岡中央 3 74.53% 37 (3) 37 (4) 0（0） 1 (1) 36 (3) -1 （0） 8 81.78% 74.29%

碓氷安中 2 71.42% 7 （0） 7 （0） 0（0） 0 （0） 7 （0） 0 （0） 1 78.57% 71.43%

藤岡南 2 87.10% 18 （0） 18 （0） 0（0） 0 （0） 18 （0） 0 （0） 2 93.55% 66.67%

富岡かぶら 3 45.16% 29 (3) 31 (3) 0（0） 0 （0） 31 (3) 2 （0） 15 61.29% 54.84%

合計 68.05% 238 (16) 242 (16) 0（0） 1 (1) 241 (15) 3 -(1) 76.50% 65.20%
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新会員紹介

氏　 名

ク ラ ブ
入 会 日
職業分類
勤 務 先

役　　職
推 薦 者

淵柳 慎一郎
前橋
2026 年 4 月 14 日
電気工事

（株）関電工　
北関東営業本部　群馬支店
執行役員支店長
曽我 孝之

氏　 名

ク ラ ブ
入 会 日
職業分類
勤 務 先

役　　職
推 薦 者

桃井 直人
前橋
2026 年 4 月 14 日
損害保険
損害保険ジャパン（株）
群馬支店
支店長　
廣田　哲也

氏　 名

ク ラ ブ
入 会 日
職業分類
勤 務 先
役　　職
推 薦 者

中川 雅之
前橋
2026 年 4 月 14 日
リース業
オリックス（株）　前橋支店
支店長　
本田 博己

氏　 名

ク ラ ブ
入 会 日
職業分類
勤 務 先
役　　職
推 薦 者

村瀬 孝
前橋
2026年4月14日
証券業
大和証券(株) 前橋営業所
所長　
都丸 和俊

氏　 名

ク ラ ブ
入 会 日
職業分類
勤 務 先
役　　職
推 薦 者

代田 尚之
群馬境
2026 年 4 月 9 日
商業銀行　
群馬銀行境支店
支店長
天田 光俊

氏　 名

ク ラ ブ
入 会 日
職業分類
勤 務 先
役　　職
推 薦 者

栗原 章
群馬境
2026 年 4 月 9 日
信用金庫　
アイオー信用金庫
支店長
天田 光俊

氏　 名

ク ラ ブ
入 会 日
職業分類
勤 務 先
役　　職
推 薦 者

増田 翔太
伊勢崎中央
2026 年 3 月 19 日
保険業
株式会社 V-Assist
専務取締役
橋本 力

氏　 名

ク ラ ブ
入 会 日
職業分類
勤 務 先
役　　職
推 薦 者

新田 安紀芳
伊勢崎中央
2026 年 3 月 19 日
医師
新田眼科
院長
美原 貫  　松永 文彦
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氏　 名

ク ラ ブ
入 会 日
職業分類
勤 務 先
役　　職
推 薦 者

伊藤 文乃
高崎
2026 年 3月10 日
芸能
群馬交響楽団
ソロコンサートマスター
広瀬 雅美

氏　 名

ク ラ ブ
入 会 日
職業分類
勤 務 先
役　　職
推 薦 者

寺嶋 友子
高崎
2026 年 3月10 日
日本料理
有限会社　魚仲
代表取締役社長
嶋方 智之

氏　 名

ク ラ ブ
入 会 日
職業分類
勤 務 先
役　　職

推 薦 者

松原 剛
高崎
2026 年 3月10 日
食品製造
日本ケロッグ合同会社
サプライチェーン本部長兼
高崎工場長執行役員
広瀬 雅美

氏　 名

ク ラ ブ
入 会 日
職業分類
勤 務 先
役　　職
推 薦 者

小谷野　光里
太田中央
2026 年 4 月 3 日
人材派遣業
ＭＹＫ　ＳＨＯＷＡ（株）
代表取締役
松本　徹

氏　 名

ク ラ ブ
入 会 日
職業分類
勤 務 先
役　　職
推 薦 者

田島 尚哉
伊勢崎中央
2026 年 4月2 日
不動産業
株式会社　ランドアーク
代表取締役
小林 正弘

氏　 名

ク ラ ブ
入 会 日
職業分類
勤 務 先
役　　職
推 薦 者

赤石 哲也
伊勢崎東
2026 年 4月6 日
金属部品加工
群馬日栄興行有限会社
代表取締役
大木 孝之
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新会員入会実績報告（3 月末日現在）

クラブ名 年度初 入会
目標

入会
実績 目標残 達成率

第
１
分
区

前橋 117 8 8 0 100.0%

前橋西 56 2 1 1 50.0%

前橋東 50 5 2 3 40.0%

前橋北 79 4 1 3 25.0%

前橋南 56 7 0 7 0.0%

前橋中央 23 2 2 0 100.0%

合計 381 28 14 14 50.0%

第
２
分
区
Ａ

桐生 71 5 6 -1 120.0%

桐生南 37 2 2 0 100.0%

桐生西 49 6 4 2 66.7%

桐生赤城 39 2 3 -1 150.0%

合計 196 15 15 0 100.0%

第
２
分
区
Ｂ

伊勢崎 79 7 4 3 57.1%

群馬境 23 3 1 2 33.3%

伊勢崎中央 88 5 13 -8 260.0%

伊勢崎南 25 3 1 2 33.3%

伊勢崎東 34 6 7 -1 116.7%

合計 249 24 26 -2 108.3%

第
３
分
区

高崎 138 10 14 -4 140.0%

高崎南 66 3 3 0 100.0%

高崎北 77 3 2 1 66.7%

高崎東 26 5 2 3 40.0%

高崎シンフォニー 45 3 2 1 66.7%

高崎セントラル 33 2 2 0 100.0%

合計 385 26 25 1 96.2%

クラブ名 年度初 入会
目標

入会
実績 目標残 達成率

第
４
分
区
Ａ

太田 70 5 3 2 60.0%

太田西 11 2 0 2 0.0%

太田南 47 2 4 -2 200.0%

新田 21 3 1 2 33.3%

太田中央 46 3 4 -1 133.3%

合計 195 15 12 3 80.0%

第
４
分
区
Ｂ

館林 55 5 0 5 0.0%

大泉 25 4 1 3 25.0%

館林東 6 8 0 8 0.0%

館林ミレニアム 27 3 1 2 33.3%

合計 113 20 2 18 10.0%

第
５
分
区

渋川 58 3 5 -2 166.7%

沼田 73 2 3 -1 150.0%

中之条 16 1 1 0 100.0%

沼田中央 49 6 1 5 16.7%

渋川みどり 48 2 1 1 50.0%

合計 244 14 11 3 78.6%

第
６
分
区

富岡 41 3 2 1 66.7%

藤岡 43 2 1 1 50.0%

安中 56 2 3 -1 150.0%

藤岡北 7 1 0 1 0.0%

富岡中央 37 2 1 1 50.0%

碓氷安中 7 2 1 1 50.0%

藤岡南 18 2 0 2 0.0%

富岡かぶら 29 2 2 0 100.0%

合計 238 16 10 6 100.0%

クラブ名 年度初 新会員　入会目標 新会員　入会実績 達成率 目標残

43 2001 158 115 73% 43

＊上記の数値は新会員入会者のみの目標および実績を表記
しております。退会者数はカウントしておりません。　　
よって各クラブの現在の会員数を示すものではありません。
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ゴールデンウイークを前に、濃密な一週間を過ごしました。
4月 22 日から二泊三日で、台北の友好クラブの周年行事、25 日から一泊二日でローターア

クト全国大会、27日からクラブ活性化セミナーでした。
今月は、それぞれに参加して感じたことをお伝えさせていただきますが、一言では済みそう

にありません。

まず、私が所属する高崎北ロータリークラブの友好クラブである台北の台北首都ロータリー
クラブの 35周年記念式典についてです。
台湾のクラブは、毎年周年記念式典を行います。ここ数年続けて参加していますが、台湾のロー

タリアンのロータリーへの熱量の大きさに驚かされます。ロータリアンとしてのプライド、ク
ラブ、ロータリーへの帰属意識の強さを感じます。
私たち以外の友好クラブ、地区の役員、奉仕の対象の団体など、参加者は、多岐に亘ります。
クラブの会長を始め、多くの来賓がスピーチしますが、日本でのスピーチと少し違いを感じ

ました。それは、ロータリアンのスピーチには、ロータリーの目的やビジョン声明からのワー
ドが必ず織り込まれていることです。RI 会長のメッセージの根底にあるロータリーの基本的な
価値観に必ず言及しています。改めてクラブの会員に訴えているようなものでした。
私もスピーチいたしました。東日本大震災の時、真っ先に手を差し伸べていただいたお礼、

それを基礎とした高崎北クラブ海外友好クラブ記念奨学金制度が現在でも継続していることの
ご報告をさせていただきました。
そして、ロータリーという価値観だけでなく、多くの価値観を共有している台北の友人に対

する信頼と、今後も継続する友情を誓いました。
また、3521 地区の同期ガバナー James と、エレクト、ノミニー、デジグネートとの継続し

た交流、台北国際大会での再会を約束してまいりました。

台湾から帰国した翌日からは、代々木でローターアクトの全国大会でした。次年度のローター
アクト全国大会が群馬で開催されることもあり、20名のローターアクト、5名のロータリアン
が当地区から参加いたしました。
水野RI理事からは、「Elevate ローターアクト」というキーワードが示されました。ローターアク

トの地位の再確認だけでなく、ローターアクトの活動をより活発にすること、ローターアクトク
ラブとロータリークラブ、ローターアクターとロータリアンの連携の強化が、これからの国際ロー
タリー、地区の活動を力強いものにしていくものであるという趣旨であると思われます。
当地区で次年度から、ローターアクト8クラブを担当するガバナー補佐を任命したこと、地区

ローターアクト連絡協議会を整備したことを、水野RI理事、四宮RI理事エレクトにお話しした
ところ、日本で初めての試みではないかというお言葉をいただきました。
ただ気になった点があります。
参加しているロータリアンだけでなくローターアクターも、ロータリーとローターアクトは

何か別であるという認識を持っているように感じました。
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私は、ローターアクトは将来のロータリアンではなく、現在ではRIの同じメンバーであり、ク
ラブの種類が異なるだけではないかと思っています。日本においては、未だローターアクトの自
立が確立されていないことから、ロータリーと共創したモデルを考え出す必要があると思います。
ローターアクトの活動に触れ、私たちロータリアンが忘れているかもしてないもの、失って

しまったものに気付きました。切れ味、情熱、熱意。何かに取り組む場面になった時のスイッチ。
ローターアクトを見ていると、私たちロータリアンの活動が、惰性やマンネリにも思えてきて
しまいます。
ローターアクトに、さび付いた私たちの感性を研ぎ直してもらい、切れ味を取り戻しましょう。

ローターアクト全国大会から横浜でのクラブ活性化セミナーに参加しました。
今年は、田中PG、中野PGに加えて、次年度のガバナー補佐、委員長も参加してくださいました。
デジグネート、ノミニー、エレクトと参加しており、本年で 4回目の参加となりました。毎回、

セミナーの実行委員がプログラムを工夫されていますが、今回は “退会防止 ”にフォーカスし
たものでした。
内容的には、インクルーシブなクラブ運営、会員のやりがいや居場所、新会員への働きかけ

に集中したもので、皆様がいつもクラブで心掛けてくださっていることの再確認であると感じ
ました。
入会 3年未満の会員のクラブの委員長への登用、5年未満の会員の地区への出向を促されてい

ました。クラブ内での役職については、クラブ内で必要とされていると感じること、地区への
出向は、クラブを超えたロータリーのネットワーク構築や国際ロータリーのグローバルネット
ワークの価値を認識していただくことに資すると考えます。
これらを受けて思い出したことがあります。
退会防止について、2024-2025 年度のマリオ会長エレクトが、昨年、我々ガバナーエレクト

に伝えた言葉です。
・	Good Continuous Leadership: 上手くいっているクラブは継続的に良いリーダーがいる。ク
ラブの文化をRI会長が変えることはできない。唯一言えることは「新クラブをつくるべきだ。」

・	Purpose( 目的 )：クラブ会員全員が同じ目的・目標に向かっていることが大切である。
・	年齢層：良いクラブはあらゆる世代の会員がいる。そして、その会員が一つとしてまとまる	
ことが大切である。

・	良いクラブであるためには、クラブが存在するコミュニティの変化に応じなければ存続しな
い。その変化を拒否すると、最終的には会員が減少してしまう。要は、継続と変化のバランス
が重要である。

・	一人のオーナーがクラブを牛耳っている場合、そのクラブはすぐに終末を迎えることになる。
	 	皆様のクラブをこの視点で見つめなおしてみていただきたいと考えます。

今年度も残すところ 2か月となりました。やり残したことはありませんか。ちょっと疲れを
感じるときもありますが、私も精一杯務めさせていただきます。
最後に、私自身を奮い立たせる意味も込めて、次の詩を皆様にお送りさせていただきます。
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青春／サムエル・ウルマン　岡田義夫訳
青春とは人生の或る期間を言うのではなく心の様相を言うのだ。 
優れた創造力、逞しき意志、炎ゆる情熱、怯懦を却ける勇猛心、 
安易を振り捨てる冒険心、こう言う様相を青春と言うのだ。 
年を重ねただけで人は老いない。理想を失う時に初めて老いがくる。 
歳月は皮膚のしわを増すが、情熱を失う時に精神はしぼむ。 
苦悶や、狐疑や、不安、恐怖、失望、こう言うものこそ恰も長年 
月の如く人を老いさせ、精気ある魂をも芥に帰せしめてしまう。 
年は七十であろうと、十六であろうと、その胸中に抱き得るものは何か。 
曰く驚異への愛慕心、空にきらめく星辰、その輝きにも似たる 
事物や思想に対する欽仰、事に処する剛毅な挑戦、小児の如く 
求めて止まぬ探求心、人生への歓喜と興味。 

　　人は信念と共に若く　疑惑と共に老ゆる。 
　　人は自信と共に若く　失望と共に老ゆる。 
　　希望ある限り若く　　失望と共に老い朽ちる。 

大地より、神より、人より、美と喜悦、勇気と壮大、そして 
偉力の霊感を受ける限り人の若さは失われない。 
これらの霊感が絶え、悲嘆の白雪が人の心の奥までも蔽いつくし、 
皮肉の厚氷がこれを固くとざすに至れば、この時にこそ 
人は全くに老いて神の憐れみを乞うる他はなくなる。
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文庫通信 396号

文庫通信 397号： 職業奉仕

「創造の場に立ち会う（ロータリアン誌3 月号より）」ロータリアン誌編集部/友：1995・4 月/5P

「第36 回国際⼤会議事録 抜粋「リチャード・ウェルズ会長報告より：国連会議」(RI 非公式AI 参考訳)」
	 リチャード・ウェルズ/1945/R.I./4P

「FROM HERE ON! ：（国連憲章の条文をロータリアン向けに解説した冊子）(RI 非公式AI 参考訳)」
	 1945/R.I. /126P

「ロータリーと国際連合」亀井昭伍/友：1966・3 月/2P

「UN（国際連合）を如何に變えるべきか」討議
	 （カルロスP.カムロ ・ワン ワイタヤコン殿下 ・ウオレン R.オースチン ・レスターB.ビアソン/友：1995・3 月/2P

「国連の新しい方向を探る ～デグヤル前国連事務総長とのインタビュー～（ロータリアン誌3 月号より）」
	 ホルヘ・べライド/友：1995・5 月/R.I. /2P

「Voices for PEACE 平和を求める声（THE ROTARIAN 2003 年2 月号より）」
	 アンソニーG.グレン/友：2003・2 月/R.I./6P

「国連事務総長がロータリーに感謝（付：国際大会議事録のご挨拶原文(RI 非公式AI 参考訳)）」
	 潘基文/友：2009・8 月/convention proceeding/R.I./7P

「国連でのロータリーデー」R.I.WEB サイト

〒105-0013　東京都港区浜松町２丁目7番16号　第3小森谷ビル別館6階
TEL：03（3433）6456、FAX：03（3459）7506

PDFの閲覧には「ユーザー名」「パスワード」が必要です。ご不明の場合は、各事務所またはロータリー文庫にお問い合わせください。

397号397号HPHP
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表紙説明

高崎市本町にあるNPO法人工房あかねが運営する障害福祉事業所「アトリエ
ART・ON」では、利用者が自由に自己表現を楽しみながら創作活動に取り組んで
います。絵画や工作、刺繍など、スタッフと共に多彩な制作を行い、その成果は展
示会への出展やアートグッズとしての展開など、さまざまな形で発信されています。

軽やかな色彩の下に、抑えきれない感情の層が折り重なる。筆致の勢いはそのまま時間の記
録であり、画面は静止しているのに、ずっと揺れている。
 
「汚い色になるからこの辺で完成にしようかな…どうしようかな…」と和奏さんは悩む。最初
の頃は色を混ぜすぎて黒くなることが多かったが、現在はこうして悩み、葛藤しながら描くこ
とが増えた。作品数が増えていくごとに色鮮やかになっていく作品はまさに彼女そのもののよ
うに感じた。絵も、島田さん自身も、穏やかに変化していく。

タイトル：  無題
作家名：島田和奏



392025-2026  Vol.11

■ガバナー月信に関して
・	 原稿の締め切りは、毎月 15 日です。ワードまたはエクセル書式で作成の上、メー

ル添付し竹中隆ガバナー事務所（takenaka@rid2840.jp ）まで送信してください。
なお、写真等の画像がある場合は、デジタルデータでお送りください。

・	 新会員情報並びに訃報の締切りは、毎月 15 日です。（15 日以降のご連絡分につき
ましては、次月号の掲載となります。）新会員につきましては氏名、入会日、職業分類、
勤務先、役職、推薦者氏名を記入の上、写真を添えて、ガバナー事務所ホームペー
ジの専用欄かメールにてお送りください。

	 なお、訃報につきましてはクラブ会長様に 250 字以内で追悼文を作成いただき、
ご連絡をお願いいたします。

■ガバナー事務所に関して
・	 ガバナー事務所の開所時間は従前どおり午前 10 時から午後５時となっております

のでよろしくお願いいたします。尚、原則として正午から午後１時までは昼休み
となっております。

・	 ガバナー事務所は下記の期間、ゴールデンウィーク休暇を頂きますのでよろしくお願い

致します。

		 2026年4月29日（水）〜5月6日（水）

■月信への寄稿のお願い
・	 毎月 1 日に発刊しているガバナー月信ですが、是非とも第 2840 地区の各クラブで

行われた奉仕事業やクラブの自慢などを、月信に寄稿してみませんか？
	 原稿締め切りは毎月 15 日になります。原稿を 15 日以前にガバナー事務所宛にメー

ルしていただければ翌月号に掲載させていただきます

ガバナー事務所よりお願い



竹中 隆 ガバナー事務所
〒 371-0855 群馬県前橋市問屋町 2-2   前橋問屋センター会館 1F

TEL: 027-212-2840    FAX: 027-212-2841


